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早いもので今年も残すところあと少しとなりました 20
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クリスマスリース作りに挑戦（JAしもつけ女性大学）

ＪＡしもつけ

年末年始も３食ごはんのパワーチャージで乗り切ろう

組合員 各位
　新型コロナウイルス対策として、人と人との密接を避けるため、当面のあいだは広報誌をお届けす
る際に、ポスト等への投函を継続させていただいております。ご理解・ご協力をお願い申し上げます。

毎月18日は「３食ごはんの日」

栃木市が医療従事者に「とちぎの星」贈呈でエール
ブドウ「シャインマスカット」低温貯蔵で冬に販売
イチゴ・トマトのシーズン到来  　
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１１月１０日
「とちぎメディカルセンターしもつが」での贈呈式にて

同
市
が
進
め
る「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応（
農
業
者
応
援

米
消
費
推
進
事
業
）
」

の
一
環
で
す
。新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
に
、日
々
奮
闘

す
る
医
療
従
事
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
目
的
で

す
。同
時
に
、米
生
産
者
の
経
営
意
欲
の
増
進
と
栃
木
市
産
米
の
Ｐ

Ｒ
に
つ
な
げ
た
い
考
え
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
の
長
昌
光
組
合
長
は「
医
療
従
事
者
の
皆
さ
ま
は
、コ
ロ
ナ

対
応
の
最
後
の
砦（
と
り
で
）な
の
で
、当
Ｊ
Ａ
管
内
で
育
っ
た
米

を
食
べ
て
引
き
続
き
対
応
に
努
め
て
ほ
し
い
で
す
」
と
期
待
を
込

め
ま
し
た
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
外
食
用
の
米
の
需
要
が
減
り
、米
価
が
低
迷
す
る
中
、栃
木
市
は
こ
の
ほ
ど
、

市
内
の
医
療
従
事
者
２
４
４
１
人
へ
栃
木
市
産「
と
ち
ぎ
の
星
」１
人
あ
た
り
２
㎏
を
贈
り
ま
し
た
。

栃
木
市
が
医
療
従
事
者
に

　
栃
木
市
産「
と
ち
ぎ
の
星
」贈
呈
で
エ
ー
ル米袋には、医療従事者への感謝の

意を示すため「感謝」の字を大き
くデザインしました。



　

岩
舟
地
区
の
ブ
ド
ウ
生
産
者
で
あ
る
野

口
夏
希
さ
ん（
33
）は
、
秋
に
収
穫
し
た
ブ

ド
ウ「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」を
低
温
貯

蔵
し
、
冬
に
販
売
す
る
試
み
を
今
年
か
ら

始
め
、
現
在
貯
蔵
技
術
な
ど
を
研
究
中
で

す
。今
後
、
生
産
者
の
所
得
増
大
や
産
地
の

振
興
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
し
て
注
目

を
集
め
そ
う
で
す
。

特集

　

試
験
販
売
１
年
目
と
な
る
今
年
は
、
ク

リ
ス
マ
ス
時
期
に
合
わ
せ
て
、
12
月
中
旬

頃
か
ら
Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
の
各
直
売
所
で
販

売
す
る
予
定
で
す
。
数
量
や
価
格
は
現
在

の
と
こ
ろ
未
定
で
す
が
、
化
粧
箱
１
房
詰

め
と
パ
ッ
ク
入
り
の
ス
ナ
ッ
ク
タ
イ
プ
で

の
販
売
を
考
え
て
い
ま
す
。

お問い合わせ
　この件に関するお問い合わせは…

ＪＡしもつけ営農経済部
園芸販売課
℡ 0282（20）8828

　８年間、食品会社の商品開発部門
に勤務したのち、今年１月に家業の
ブドウ農家を継ぎました。
　「今後、貯蔵技術の改良や消費者
のニーズなどをとらえなが
ら、食味も見栄えも良いも
のを出荷していきたいです
と意気込みます。

ブ
ド
ウ「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
を
低
温
貯
蔵
し   

　
　
　
冬
に
販
売
す
る
試
み
に
挑
戦

岩舟地区のブドウ生産者
 野口夏希さん（３３）
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　県内トップクラスの冬春トマトの生産量・販売高を誇るＪＡしもつけ
管内では、壬生支部で10月１日に初出荷を迎え、同月15日に機械選果が
始まりました。また、栃木支部でも同月11日に手詰めによる初出荷を迎
え、同月18日に選果場の稼働がスタート。２０２２年産の出荷が本格化
を迎えました。また、岩舟支部では11月17日に初出荷を迎えました。
　同部会の松本勲部会長は「昨今、コロナ禍により単価の落ち込みがあ
りますが、高い品質を維持しつつ、部会員一丸となって『ＪＡしもつけ
産』のトマトをアピールしていきたいです」と意気込みます。

稼働が開始し活気づくトマト選果場

ＪＡしもつけ トマト 部会
トマト選果場の

稼働開始で出荷本格化

がやってきました
の主要品目
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初出荷されたイチゴの品質を確認するＪＡ職員

　ＪＡしもつけの主要４品目のうちの２品目であるイチゴとトマ
トの出荷が始まり、本格的なシーズンが到来しました。
　昨年９月に生産組織の統合を果たし、さらに産地力をアップし
た両品目。統合後２シーズン目を迎えて、ますます関係内外の期
待が高まります。

「とちおとめ」「とちあいか」同日出荷スタート
「スカイベリー」がその後に続く

ＪＡしもつけ

部会ＪＡしもつけ

イチゴ・トマトのシーズン

　10月25日、「とちおとめ」と「とち
あいか」が同日付で今シーズンの初出
荷を迎えました。初日は、ＪＡしもつ
け苺部会の都賀・壬生・大平支部の８
人が「とちおとめ」70ケース、「とち
あいか」308ケースを出荷しました。
　また、スカイベリーについても11月
14日に初出荷を迎え、イチゴのシーズ
ンが本格的にスタートしました。
　同部会の梁島源智部会長は「販売目
標金額40億円を達成するために、特
に、今後のクリスマス需要期に向け
て、部会員一丸となって、良質なイチ
ゴを多く出荷し、有利販売に繋げて行
きたいです」と強調した上で「一人で
も多くの生産者に私たちが手掛けたイ
チゴを味わってもらえればと思いま
す」と期待を込めます。



　このコーナーでおしゃべりをしませんか。
農作業のこと、子育てのこと、介護のこと、
またＪＡについてのご意見など、今感じてい
ることや思っていることをお便り下さい。　
（掲載できない場合もあります）

　 　栃木／Ｓ・Ｒさん／４１歳／女性
　毎月、楽しく拝読させていただいております。
今回の「まちがい探し」は、一つだけ見つから
ず、子どもたちの力を借りて、やっと５つ見つ
けました。中学生男子、難しいお年頃ですが、
一緒に楽しい時間を過ごせました。

　広報誌が息子さんとのコミュニケーションのツールに
なって幸いです。これからも、ご家族との共通の話題と
してもらえればと思います。

　　都賀／Ｔ・Ｎさん／６０歳／女性
　今年も残すところ１ヵ月を切りました。私は、
この時季になると、必ず来年用の手帳を買います。
２人の子どもが小さかった頃は、クリスマス会や
学校行事が予定の中心でした。コロナ以前は、女
子会のランチの予定を書き込むのも楽しみの一つ
でした。来年は、友人と時間を気にしない
で、対面で会えるようなスケジュールで
いっぱいの手帳になればいいなと思います。

　不思議なもので、手帳は後で見返すと当時のことがはっき
りとよみがえるものですよね。来年の手帳は、楽しい予定で
いっぱいになれば良いですね。

ＪＡしもつけ藤岡地区
女性会フラワーアレンジメントクラブ

　ＪＡしもつけ藤岡地区女性会のフラワーアレ
ンジメントクラブは現在５人が所属し、毎月１
回集まり、フラワーアレンジメントを楽しんで
います。
　10 月 26 日に藤岡地区の部屋地区公民館で行
った活動では、グラジオラス、カーネーション
など６種類の花材を使って「Ｔライン」のフラ
ワーアレンジメント作品づくりに挑戦しました。
　仲俣保子クラブ長は「今後も花が好きな仲間
同士で、楽しく活動していきたいです」と話し
ています。

　ＪＡしもつけ藤岡地区女性会のフラワーアレ
ンジメントクラブは現在５人が所属し、毎月１
回集まり、フラワーアレンジメントを楽しんで
います。
　10 月 26 日に藤岡地区の部屋地区公民館で行
った活動では、グラジオラス、カーネーション
など６種類の花材を使って「Ｔライン」のフラ
ワーアレンジメント作品づくりに挑戦しました。
　仲俣保子クラブ長は「今後も花が好きな仲間
同士で、楽しく活動していきたいです」と話し
ています。

完成した作品とともに記念撮影

講師の指導のもと花を活けていきます

花を愛するメンバーが集い
　　　　　楽しく活動
花を愛するメンバーが集い
　　　　　楽しく活動

6しもつけ



コ
メ
ン
ト
大
賞

　　　大平／Ｓ・Ｋさん／７０歳／女性
　今年は、ハナミズキの花がいっぱい咲き
そうで楽しみにしています。しかし、葉っ
ぱがたくさん落ちて毎日掃除が大変です。
今後も頑張って落ち葉掃除をしますので、ご近所
の皆さまご迷惑をお掛けして申し訳ございません。

　栃木／Ｙ・Ｋさん／５８歳／女性
　我が家では、みかんの木を育てており、今年はＬ玉４個が実りました。虫に若葉を食
べられて残念でしたが、虫の姿を見ていたら「虫も人間も、親は子どものことを思って
いてくれて、ありがたいものだ」と思い、収穫したみかんを両親の仏壇に供えました。

　確かに、虫も人間も子を思う親心は同じでしょうね。Ｙ・Ｋさんのご両親も最愛の我が子がお
供えしたみかんを心から嬉しく思ったでしょうね。

　ハナミズキの花言葉の一つに「私の想いを受けとめて
ください」というものがあるそうです。Ｓ・Ｋさんのご
近所へのご配慮も、きっと受け止めてもらえますように
願っています。

ＪＡしもつけ　　　
トマト部会

熊倉康行さん
　トマト生産者の熊倉康行さん
（４２）は、会社員として７年間務
めた後、２０１０年に就農しまし
た。就農に先駆けて、所属するト

マト部会の先輩部会員のもと１年間研修しま
した。４年前に、父の孝雄さん（７０）から経営
を継承。２０１９年からは、同部会栃木支部青
年部の部長を務め、若手生産者の仲間ととも
に、日々生産技術の向上に努めています。
　今後に向けて「温暖化や光熱費・資材高騰
など農業経営を取り巻く環境が厳しい中、い
かにコストを抑えつつ品質の維持・向上を図
っていくかが課題です」と強調した上で「これ
からも、青年部のメンバーをはじめとする部
会の仲間との綿密な連携や活発な情報交換
により、産地のさらなる発展に貢献したいで
す」と意気込みます。

現在連棟ハウス１棟52ａの他、米
・麦のべ２haを栽培しています。

若
手
生
産
者
の
仲
間
と
と
も
に

　
　
生
産
技
術
の
向
上
に
切
磋
琢
磨

若
手
生
産
者
の
仲
間
と
と
も
に

　
　
生
産
技
術
の
向
上
に
切
磋
琢
磨

　　　壬生／Ｙ・Ｈさん／７２歳／女性
　先日、草むしり用のノコギリ鎌を買いに行きました。
以前使っていたのと同じものがなかったものの、似た
ようなものがあったので買いました。家に帰りよく見
てみたら、その鎌はホウレンソウの収穫用でした。幸
い、今年はホウレンソウが豊作で、収穫に使って見た
らとても使いやすい。せっかく買った鎌が無駄になら
なくて良かった上に、ホウレンソウの収穫が楽しくな
りました。

　Ｙ・Ｈさん、思いがけない出会いをしましたね。よい道具が
手に入ったからには、来年もホウレン草の栽培に精が出そうで
すね。

しもつけ7



伝統野菜「宮ねぎ」出荷スタートに向けて
規格等を最終確認 ＪＡしもつけネギ部会

冬から春に向けて楽しめる寄せ植え楽しむ
フレッシュミズ組織 「菜の花会」

　

伝
統
野
菜「
宮
ね
ぎ
」の
市
場
出
荷
が
１１
月
24
日
に
始
ま
り
ま
し

た
。初
日
は
、１
人
の
生
産
者
が
３．５
㎏
を
出
荷
し
、即
日
東
京
・
宇
都

宮
方
面
の
市
場
へ
送
り
ま
し
た
。シ
ー
ズ
ン
開
始
に
先
駆
け
、１１
月
１０

日
栃
木
地
区
の
宮
町
公
民
館
で
目
ぞ
ろ
え
会
を
開
催
。部
会
員
４
人

が
参
加
し
、現
物
を
前
に
、出
荷
規
格
や
出
荷
計
画
等
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

　

同
部
会
の
峯
岸
松
司
部
会
長
は「
先
祖
代
々
受
け
継
い
で
き
た
伝

統
野
菜
の
宮
ね
ぎ
の
魅
力
を
根
強
い
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

新
た
な
フ
ァ
ン
を
得
る
こ
と
で
、
生
産
の
維
持
・
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
で
す
」と
意
気
込
み
ま
す
。

　

「
宮
ね
ぎ
」の
出
荷
は
、
１2
月
中
旬
頃
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
１2
月
末
ま
で

続
く
見
込
み
で
す
。

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
組
織

「
菜
の
花
会
」
は

１１
月
１0

日
「
と
ち
ぎ
花
セ
ン
タ
ー
」

で
寄
せ
植
え
教
室
を
開

き
ま
し
た
。
会
員
１7
人
が

参
加
。
「
冬
か
ら
春
に
か

け
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
寄
せ
植
え
」
を
テ
ー
マ

に
、
仲
間
と
と
も
に
寄
せ

植
え
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
に

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
コ
ニ

フ
ァ
ー
や
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ア

リ
ッ
サ
ム
な
ど
５
種
類
を

選
び
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植

え
ま
し
た
。
会
員
は
ま

ず
、
講
師
の
指
導
の
も

と
、
寄
せ
植
え
の
全
体
の

イ
メ
ー
ジ
や
コ
ン
セ
プ
ト

を
決
め
た
上
で
作
業
に
入

り
ま
し
た
。
講
師
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
プ
ラ
ン

タ
ー
に
配
置
し
、
作
品
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

「宮ねぎ」の出荷規格を確認する部会員ら

8しもつけ



青壮年部員の声ＪＡ事業に反映を
青壮年部が常勤役員との意見交換会

組合員向け「終活セミナー」開始に向けて
職員が研修

　

葬
祭
ホ
ー
ル
の
さ
ら
な

る
有
効
活
用
に
繋
げ
よ
う

と
、Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
で
は
、

葬
祭
ホ
ー
ル
を
活
用
し
た

組
合
員
向
け
の
「
終
活
セ

ミ
ナ
ー
」
を
予
定
し
て
い
ま

す
。そ
の
準
備
と
し
て
、
１０

月
２７
日
ア
プ
ロ
ニ
ー
で
職

員
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開

き
ま
し
た
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ス
マ
イ
ル
「
と
ち
ぎ
終
活
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
後
援

で
す
。Ｊ
Ａ
の
経
済
部
門

を
担
当
す
る
職
員
ら
が
終

活
に
つ
い
て
の
知
識
を
深

め
ま
し
た
。

　

営
農
経
済
部
の
小
菅
利

和
部
長
は
「
今
回
の
セ
ミ

ナ
ー
を
通
じ
て
、
担
当
職

員
が
し
っ
か
り
と
終
活
に

つ
い
て
知
識
を
深
め
、
今
後

の
組
合
員
向
け
の
セ
ミ

ナ
ー
に
備
え
て
い
き
た
い
で

す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

青
壮
年
部
員
の
意
見
・
要
望
を
Ｊ
Ａ
事
業
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
Ｊ

Ａ
し
も
つ
け
青
壮
年
部
は
１１
月
１１
日
、
本
店
で
「
常
勤
役
員
と
の
意
見

交
換
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
青
壮
年
部
の
役
員
７
人
と
Ｊ
Ａ
の
常
勤
役

員
３
人
、Ｊ
Ａ
職
員
８
人
の
合
計
１8
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
事
前
に
示
さ
れ
た
生
産
者
の
所
得
向
上
対
策
や

労
働
力
の
確
保
、
災
害

対
策
な
ど
５
項
目
に
関

す
る
意
見
・
要
望
に
つ

い
て
、
柴
田
久
雄
総
務

経
済
担
当
常
務
が
回
答

し
ま
し
た
。
参
加
し
た

青
壮
年
部
員
ら
は
、
回

答
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
、
要
点
の
メ
モ
を
取
っ

て
い
ま
し
た
。

　

若
菜
昌
史
青
壮
年

部
長
は
「
Ｊ
Ａ
常
勤
役

員
の
皆
さ
ま
に
は
、
私
た

ち
青
壮
年
部
員
の
意

見
・
要
望
に
耳
を
傾
け

て
も
ら
い
、
今
後
の
Ｊ
Ａ

運
営
や
青
壮
年
部
活
動

が
、
よ
り
良
い
方
向
に

進
む
よ
う
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
」
と
期

待
を
込
め
ま
し
た
。
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お天気カレンダー

気象予報士（株式会社ハレックス）●檜山靖洋

　12月７日は二十四節気の大雪（たいせつ）です。北日本や山間部では大雪（おおゆき）の
季節が始まる時期です。東日本や西日本の都市部でも初雪が降る時期になります。平年では、
福岡で12月18日、大阪12月26日、名古屋12月22日、東京は1月3日となっています（※）。
　初雪というと、雪がハラハラと舞い、冬の始まりを実感するような風情ある光景をイメージ
する人も多いでしょう。でも、時には初雪が積雪となり、大雪になってしまうこともありま
す。大雪で災害が予想される場合には、大雪注意報や大雪警報が発表されます。災害が起きる
ほどは降らなくても、生活に影響が出そうな場合は、「雪に関する情報」が各気象台から発表されます。雪に慣れていな
い都市部では、数cm積もるだけでも、交通に影響が出たり、転倒事故が多発したりします。これからの季節は雪の情報
に注意が必要です。（※気象庁：1991～2020年平均値）

～雪の情報～

関
口
了
平

大
橋
正
義

大
出
義
子

田
中
政
子

熊
倉
敬
枝

高
橋
ミ
チ
子

関
塚
ト
ヨ
子

舘
野　
　

操

渡
邉
き
よ
し

岩
瀬
と
き
子

知
久
新
一

福
田
千
代

高
橋
み
ち
子

佐
藤
榮
江

大
橋
正
義

熊
倉
三
朗

熊
倉
敬
枝

黒
川
弘
賢

大
出
義
子

長
澤
俊
幸

村
田
祐
紀

小
出
典
子

大
島
秀
子

大
関
由
紀
江

高
橋
み
ち
子

猿
山
朝
子

渡
邉
き
よ
し

岩
瀬
と
き
子

上
岡
隆
三（
藤
岡
）

黒
須
笑
夢（
大
平
）

廣
瀬
進
一（
岩
舟
）

佐
武　

朗（
岩
舟
）

泉　

幸
代
（
栃
木
）

粂
川
和
男
（
壬
生
）

安
生
ひ
で
お
（
都
賀
）

毛
塚　

雪
（
都
賀
）

田
島
昭
治
（
栃
木
）

田
島
歌
子
（
栃
木
）

金
子
喜
枝
（
大
平
）

永
田
良
子
（
大
平
）

木
村
陽
子
（
岩
舟
）

石
川
ト
ク
（
藤
岡
）

金
の
波
銀
の
波
風
す
す
き
野
に

 【
渋
柿
栃
木
支
部
】

龍
之
介
作
を
読
み
つ
ぐ
寅
彦
忌

石
塀
に
す
が
り
つ
き
た
る
祈
り
中

猫
額
ほ
ど
の
山
畑
冬
耕
す

土
臭
き
陶
工
の
居
間
冬
灯

遠
き
日
に
冬
田
打
ち
た
る
祖
父
偲
ぶ

冬
耕
や
郷
の
棚
田
の
暮
る
中ゝ

採
り
た
て
の
土
ご
と
届
く
さ
つ
ま
芋

俯
瞰
す
る
山
の
烏
や
落
花
生

冬
耕
や
祖
父
の
よ
す
が
の
農
日
記

袴
着
の
家
紋
一位
の
床
柱

【
大
杉
句
会
】

のっぺ
汁
今
日
の
家
族
の
数
の
椀

気
の
合
ひ
し
友
の
再
訪
冬
日
和

秋
天
を
極
め
て
は
落
つ
観
覧
車

風
花
を
手
で
ふ
り
拂
ふ
ふ
た
み
ひ
ら

【
三
杉
句
会
】

干
し
物
に
紛
れ
込
ん
だ
る
冬
の
蜂

里
山
に
夕
日
紅
差
す
雑
木
紅
葉

獣
害
の
柵
点
検
や
冬
隣

コ
ロ
ナ
禍
も
終
息
せ
ぬ
が
師
が
走
る

冬
至
に
は
日
脚
延
び
て
と
南
瓜
煮
る

老
夫
婦
急
ぐ
事
な
き
師
走
か
な

我
が
途
を一途
に
生
き
し
庵
主
往
く

【
う
づ
ま
吟
社
】

切
干
を
煮
る
宿
坊
の
夜
更
け
か
な

名
月
や
赤
子
も
旅
の
役
者
か
な

偕
老
と
い
ふ
も
一睡
柿
う
る
ゝ

大
根
干
す
や
八
溝
連
嶺
晴
れ
渡
り

立
冬
や
畑
手
放
す
話
な
ど

無
添
加
の
お
菓
子
パ
ー
テ
ー
小
鳥
く
る

軸
の
句
の
謂
は
れ
聞
き
え
る
風
炉
名
残

指
先
の
リ
ズ
ム
く
る
は
ず
毛
糸
編
む

晩
学
や
一日
一善
冬
至
風
呂

雁
わ
た
し
富
士
の
見
へ
ざ
る
富
士
見
端

切
干
や
風
亜
麻
色
の
女
峰
岳

同
胞
の
企
画
し
て
の
バ
ー
ス
デ
ィ
ー
ハ
ー
ロ
イ
ン
と
共
に

至
福
に
酔
え
り

兄
の
如（
ご
と
）教
え
給
い
し
農
の
道
苦
楽
を
語
る

友
が
懐
か
し

川
俣
の
ダ
ム
断
崖
の
錦
秋
よ
霧
の
吊
橋
瞳
に
寫
す

早
生
稲
の
刈
田
の
蘖（
ひ
こ
ば
え
）青
々
と
実
を
付
け

霜
下
り
る
迄
の
生
命

小
雨
降
る
狭
間（
は
ざ
ま
）よ
り
霧
の
立
上
り

里
山
連
峰
か
す
か
に
浮
か
ぶ

小
川
辺
を
突
如
飛
び
立
つ
青
鷺（
あ
お
さ
ぎ
）の
稲
田
の

電
柱
に
立
ち
て
見
晴
ら
す

青
空
に
紅
葉
輝
き
柿
の
実
も
橈（
た
わ
）わ
に
熟
れ
て

群
が
る
雀

ス
ス
キ
活
け
母
の
真
心
十
三
夜
月
見
団
子
の

美
味
し
か
り
け
り

親
ゆ
ず
り
姿
勢
の
良
さ
の
み
ほ
め
ら
れ
て
見
る
事
聴
く

事
お
と
ろ
え
て
悲
し

黙
く
も
く
と
不
器
用
糧
に
遊
び
と
し
手
足
動
か
す

天
然
鎮
痛

短
歌・俳
句・川
柳
の
投
稿
は
各
支
店
ま
た
は
本
店
総
務
課
ま
で
ど
し

ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

締
め
切
り
は
毎
月
８
日
、一
人
一
首（
句
）で
お
願
い
し
ま
す
。

作
品
は
楷
書
で
丁
寧
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

森
田
恵
代
（
藤
岡
）
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シモンちゃん

ＪＡしもつけ管内で農家さんが丹精込めて
育てたおいしい農産物を食卓へお届けする
直売所の旬な情報をお伝えします。

７月の　７月の　７月の　

ポイント3倍デーポイント3倍デーポイント3倍デー
12月　8日（水）・11日（土）
　　  22日（水）・25日（土）

ポチカ　ポチカ　ポチカ　
　12月の　12月の　12月の　

地場産農産物や直売所イベント情報、
各種活動の様子などを発信しています。
ぜひ、ご覧ください。

JAしもつけの

QRコードはこちら ▶

冬に旬を迎える
野菜は

煮物がおすす
め

　１２月  ほうれん草 

冬に旬を迎える野菜の代表は、大根やカブ、ほうれん草などシ

チューやスープ・煮物におすすめの野菜が多く、体が芯から温まり

ます。ぜひとも、スープやシチューにも挑戦してみてはいかがですか。

①ポイント
寒さに強いほうれん草は、冬霜にあたることで甘みもおいしさ
もアップします。さらに、栄養価もパワーアップするので、この
時期に出回る「露地物」をチェックするのがおすすめです。

②選び方
葉先がピンと張っていて、葉肉が厚く、緑色が濃いものがおす
すめです。葉の中央を走る葉脈を軸として左右に折りたためる
ように対称であるものが良品。茎が適度に太く弾力性があるも
ので、根本に近い部分から葉が密集して、ボリュームのあるもの
を選びましょう。

12月28日（火）
    ～30日（木）

12月18日（土）

12月28日（火）
    ～30日（木）

1,000円以上お買い上げの方は抽選会に挑戦
※商品は十分に用意しておりますが、なくなり次第終了となります

「おひたし」からシチューまで和食に洋食に幅広く
活用できるのがほうれん草！！

栃木
「よっとこれ」

年末：12月30日（木）15：00まで営業
年始：１月６日（木）営業開始

都賀
「生出宿」

壬生
「いなばの郷」

年末：12月30日（木）15：00まで営業
年始：１月５日（水）営業開始

大平
「愛菜果」

年末：12月31日（金）14：00まで営業
年始：1月4日（火）営業開始

ポチカ
ポイント
3倍

ポチカ
ポイント
3倍

ポチカ
ポイント
3倍

年末・年始に
向けての
商品も充実年末感謝祭年末感謝祭

さらに、1,000円以上お買い上げの方に、
先着で野菜のプレゼント

12月25日（土）～26日（日）
ポチカポイント5倍

年末：12月31日（金）12：00まで営業
年始：１月６日（木）営業開始

一 年 間 の ご 愛 顧 に 感 謝 を 込 め て



※ほっとコーナーは12月25日（土）、26日（日）とも休みとなります

12月25日（土）12月26日（日）12月27日（月）12月28日（火）12月29日（水）12月30日（木）12月31日（金）

9:00~17:00 9:00~17:00 8:45~19:00 8:45~19:00 8:45~19:00 8:45~19:00
9:00~17:00

１月１日（土）１月２日（日）１月３日（月）１月４日（火）１月５日（水）１月６日（木）１月７日（金）

8:45~19:00 8:45~19:00 8:45~19:00 8:45~19:00
9:00~17:00 9:00~17:00 9:00~17:00

12しもつけ
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栃
木
市
に

お
住
ま
い
の
方

（下都賀庁舎：栃木市神田町６－６）１．受付日、受付時間、対象地区及び会場案内図１．受付日、受付時間、対象地区及び会場案内図

※注： ①新規申請の方は、免税証の交付は後日にな
ります。

 ②新規申請及び免税機械の追加や入替えをさ
れる方は、機械 を取得したことが確認でき
る書類（契約書・納品書・領収書 等）を持参
するか、機械の「メーカー名」「型式」「馬力」を
メモ等に控えてきてください。

③国税及び地方税の滞納処分を受けられた方
は、処分解除の日から２年を経過しなければ
申請できません。

○栃木県税事務所　軽油引取税調査担当  ☎ 0282-23-6882 
○栃木市農業委員会事務局　　　　　　  ☎ 0282-21-2393（耕作証明書について）

（1）免税軽油使用者証

（2）免税軽油の引取り等に係る報告書（※新規申請以外の方）

　　（納品書又は領収書を添付、写しでも可。未使用の免税証(原本)を添付。）

（3）使用者証更新手数料　420円（※新規申請及び使用者証更新の場合）

（4）耕作証明書（※新規申請及び耕作面積が変更になった場合）

　　使用者証更新のみの場合、耕作証明は不要です。

３．問い合わせ先３．問い合わせ先

２．申請の際に持参するもの２．申請の際に持参するもの

令和４(2022)年農業用免税軽油に係る申請についてのお知らせ令和４(2022)年農業用免税軽油に係る申請についてのお知らせ
栃木県では、毎年２月に、農業用の軽油引取税免税証を一括して交付しております。 
今年度も、栃木県庁下都賀庁舎（第２福利厚生棟会議室）で申請を受け付けます。受付日時等は
以下のとおりですので、交付を希望する方は、御確認ください。

※朝一番、午後一番の時間帯は混雑します。遅い時間帯が比較的スムーズに受付できます。
※更新手数料４２０円は、つり銭の無いよう御協力をお願いします。
※上記の期日に申請することが難しい場合は、県税事務所にお問い合わせください。
※新型コロナウイルスによる感染症の拡大防止のため、マスクの着用及び手指の消毒等の御協力をお願いします。
※発熱や風邪の症状がある方は、来場を見合わせるようお願いします。

申請会場・受付時間

○栃木県庁下都賀庁舎　第２福利厚生棟会議室
○各日とも 9:00 ～ 11:30 および 13:00 ～ 15:30

受付日 対象地域

令和４(2022)年
２月１日（火）・２月２日（水）
２月３日（木）・２月４日（金）

２月７日（月）・２月８日（火)

２月９日（水）・２月10日（木)
２月14日（月）

２月15日（火）

２月16日（水）

栃木地区

共同・受委託
都賀地区
西方地区
藤岡地区
大平地区
午前：大平地区
午後：岩舟静和地区
午前：岩舟岩舟地区
午後：岩舟小野寺地区

10時00分～12時30分　10時00分～12時30分　

大規模災害統一大規模災害統一大規模災害統一大規模災害統一訓練訓練訓練訓練

万が一の大規模災害発生時の対応に向けて、ＪＡグループ栃木全体で統一訓練を実施
いたします。当ＪＡでは、全支店・営農経済センターで避難誘導などの訓練を行います。
訓練中は、大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

令和４年１月19日（水）令和４年１月19日（水）令和４年１月19日（水）令和４年１月19日（水）
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駐車場

駐車場
カシコ製作

セブンイレブン

タスク

中止の告知につきましては約2週間前を目安にJA各店舗での店頭告知と、JAしもつけ、全農とちぎホームページにてお知らせ致します。中止の告知につきましては約2週間前を目安にJA各店舗での店頭告知と、JAしもつけ、全農とちぎホームページにてお知らせ致します。
新型コロナウイルスの感染状況によっては展示会を中止する場合がございます。新型コロナウイルスの感染状況によっては展示会を中止する場合がございます。

栃木・都賀・壬生地区のお客様

大平・藤岡・岩舟地区のお客様

土

日

感染症対策のため指定日でのご
来場にご協力をお願いします。
また、飲食の提供を控えさせて頂
きます。

感染症対策のため指定日でのご
来場にご協力をお願いします。
また、飲食の提供を控えさせて頂
きます。

理事会報告第８回

日　時：令和３年１０月２８日（木）
　　　　午後２時００分
場　所：アプロニー５階　エメラルドホール

Kyoyaku

　天然温泉にも含まれるミネラル成分に、７つの植物（ト
ウキ、センキュウ、チンピ、ショウブ、カモミラ、ショウキョ
ウ、ニンジン）のエキスを配合した薬用入浴剤（医薬部外
品）です。疲労回復、冷え症、肩のこり、神経痛、腰痛、荒れ
性などに効果的です。リラックスジンジャーの香り。

１㎏・・・１，４３０円（税込）

クミアイ家庭薬配置員・最寄のJA、
または協同薬品工業（株）栃木営業所
電話:028-657-7310まで
（医薬品は配置販売になります。）お問合せ

月12

（１）９月末実績検討について

（２）経営情報の半期開示について

（３）農業倉庫の処分について

（４）トマト選果場について（継続協議）

（５）不良債権の処理方針について 協議資料№⑤

（６）大平ほっとコーナー店舗の閉鎖について

（７）福祉事業の廃止について

（８）その他

　クミアイ

バススカット
７つの植物エキス（保湿成分）配合

医薬部外品

しもつけ15



　早いもので、あっという間に師走を迎えました。思えば、今年もコロナに始まりコロナに終わった一年でした。最近、新規感染者数は減ってきて
いますが、油断は禁物。今後も基本的な感染症対策を継続して、来年こそは平穏な日常が戻るよう切に願って止みません。

　このコーナーでは、地域で活躍する皆さんの紹介や大好評「クイズコーナー」、広報誌の編
集担当者がチラッと語らせてもらう編集後記をお送りいたします。
　このコーナーでは、地域で活躍する皆さんの紹介や大好評「クイズコーナー」、広報誌の編
集担当者がチラッと語らせてもらう編集後記をお送りいたします。

（編集担当Ｔ）
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磁
器
と

　
　
い
え
ば
―
―
焼

3
　
出
生
届
を
出
す
ま
で
に
決
め
ま
す

6
　
花
な
ど
で
作
る
ハ
ワ
イ
の
首
飾
り

7
　
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
―
―

8
　
炭
を
入
れ
て
使
う
暖
房
器
具

10
　
k
g
、
k
m
の
k

12
　
は
が
き
を
買
っ
て
き
て
―
―
状
を

　
　
書
い
た

14
　
弓
に
矢
を
つ
が
え
て
狙
う
も
の

16
　
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
一
種
。
薄
切
り
に

　
　
し
た
も
の
が
ピ
ザ
の
ト
ッ
ピ
ン
グ

　
　
に
も
使
わ
れ
ま
す

18
　
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
そ
り
を
引
き

　
　
ま
す

20
　
木
枯
ら
し
も
颪（
お
ろ
し
）も
こ
れ

22
　
原
価
に
利
益
や
経
費
を
盛
り
込
ん

　
　
で
付
け
ま
す

23
　
ま
き
を
く
べ
て
使
う
暖
房
器
具
。

　
　
ペ
チ
カ
は
ロ
シ
ア
風
の
こ
れ
で
す

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

1
　
一
年
の
終
わ
り
。
年
の
―
―

2
　
広
葉
樹
の
落
ち
葉
を
発
酵
さ
せ
て

　
　
作
る
こ
と
も

3
　
農
機
具
な
ど
を
し
ま
っ
て
お
く
建
物

4
　
定
期
貯
金
が
―
―
を
迎
え
た

5
　
家
事
を
す
る
際
に
着
け
る
前
掛
け

7
　
家
を
建
て
る
と
き
に
神
主
さ
ん
を

　
　
招
い
て
す
る
儀
式

9
　
ス
プ
リ
ン
グ
と
も
呼
ば
れ
る
部
品

11
　
酒
よ
り
お
菓
子
の
方
が
好
き
で
す

13
　
無
地
の
も
の
に
は
付
い
て
い
ま
せ
ん

15
　
お
―
―
の
家
に
回
覧
板
を
回
し
た

17
　
食
べ
過
ぎ
る
と
手
が
黄
色
く
な
る

　
　
か
も
？

19
　
大
み
そ
か
の
空
に
響
く
除
夜
の
―
―

21
　
プ
ラ
ス
で
も
マ
イ
ナ
ス
で
も
な
い

　
　
こ
と
を
示
す
数
字

9月号の当選者はこちらの方です。おめでとうございます。
酒巻理恵さん（栃木）

　お便りをいただいた方に抽選でステキな商品を差し上げます。ハガキ・封書での
郵送、ファックス、Ｅメール、あるいはＪＡ職員にお渡しください。締切は毎月２０日（２０
日が土・日・祝日の場合は、その次の営業日）必着。なお、感想やコメントは『読者から
のお便り』に使用する場合がありますので、ご了承の上ご応募ください。

【あて先】
〒328-0053　栃木市片柳町2-1- 44
　　　　　　　 ＪＡしもつけ総務課　広報係
【ＦＡＸ】0282(24)7882
【Ｅ-メール】hp-info@ja-shimotsuke.or.jp
①「おたのしみコーナー」の答え
②「読者のお便り」へのコメントや広報誌の感想、最
　近思う事
③郵便番号、住所、氏名(ふりがな)、年齢、電話番号を
　お忘れなく

　②落ち葉の向きが違う　　③奥に建物がある　　⑦菜箸の模様が違う
　⑨卵が割れている　　⑫容器の大きさが違う

出題●ニコリ

「読者からのお便り」「まちがい探し(クロスワードパズル)」へのご参加お待ちしています

令和３年12月１日発行 編集・発行／企画総務部  総務課No.272 0282（24）1180

編集
後記

12月月 今 月 の 　 　 っ ！ 楽 し み今 月 の 　 　 っ ！ 楽 し みお

11月号
まちがい探しの答え
11月号
まちがい探しの答え
11月号
まちがい探しの答え

11月号の
当 選 者
11月号の
当 選 者

パズル？　頭の体操パズル？　頭の体操
二重マスの文字をA～Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？
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援
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Ａ（
ラ
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フ
ア
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ー
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渉
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た
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台
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た
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在
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次
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付
を
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め
て
お
り
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Ｊ
Ａ
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は
、今
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と
も
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内
外
で
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員
の
安
全
運
転
を
励
行
し
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。
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